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ひとりひとりに寄り添った生活課題の解決F E A T U R E D  A R T I C L E S

再生医療市場に向けた
空調ソリューション
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加工した細胞を用いる再生医療は，これまで治療が困難であった疾患に対する治療法として期
待が大きく，実用化に向けて世界規模で研究が進められている。国内においては，2014年11月
に再生医療等安全性確保法（再生医療新法）の施行と医薬品医療機器等法の改正がなされ，
再生医療の実用化や産業化に向けた動きが活発になっている。
再生医療の技術による治療は，2030年には1兆円の市場規模になることが予測され，かつ患者
のQoL向上という社会的意義も大きい1）。
このような状況において日立グローバルライフソリューションズ株式会社は，これまで培ってきた空
気の質としての温度・湿度・清浄度・室圧を高精度に制御する技術を応用し，再生医療分野
における細胞加工施設の空調ソリューションを提供している。そのソリューション提供の過程で，
施設運用に関わるさまざまな企業と協創し，細胞加工施設における空調ソリューションと機器の
コーディネートを行うトータルエンジニアリング力により，顧客が真に求める空調ソリューションによる
環境の提供，事業上の損失の低減など，顧客へ経済価値を提供する。

1. はじめに

従来の医薬品は，低分子化合物や細胞からの分泌物を
薬として使用してきた。近年では，生体を構成している
細胞そのものを対象の疾患に対して加工することで，そ
の細胞を疾患の治療に利用する再生医療が広く研究さ
れ，実用化が強く期待されている。
現在，国内で承認された再生医療等製品は，体内に存
在する幹細胞などを主に用いて，目的の細胞・組織に加
工することで治療に用いられている。iPS（induced 
Pluripotent Stem）細胞やES（Embryonic Stem）細胞
は，再生医療で原料となる幹細胞などのソースの問題を
解決することができ，臨床研究に期待が集まっている。
また患者自身のT細胞を取り出し，遺伝子改変したT細胞
でがんを治療するCAR（Chimeric Antigen Receptor）-T

細胞療法は国内でも承認され，注目を集めている。
再生医療に利用するための細胞は，主に細胞加工施設

（CPF：Cell Processing Facility）と呼ばれる施設で加工
される。細胞加工施設は内部を細胞加工工程ごとにゾー
ニングされ，各ゾーンで基準にのっとった高い清浄度を
保持することで，無菌クリーンルームを構成している。
その特徴の一つが，空気清浄度・温湿度・各室間の室圧
が，各グレードにより分類管理される点にある（表1
参照）。
日立グローバルライフソリューションズ株式会社（以
下，「日立GLS」と記す。）の空調システムエンジニアリ
ング事業部門は，医薬品の研究や製造におけるクリーン
ルーム，病原体の検査のためのバイオハザード対策ルー
ム，半導体生産向け工業用クリーンルームなど，空気の
質を高精度に管理する空調制御技術を応用した「特殊空
調」と呼ばれる分野に注力してきた。その中で，2014年
11月に施行された再生医療新法により，民間での細胞加
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工施設の建設が可能となり，民間企業の参入が加速した。
そのような背景の中，日立GLSは「特殊空調」分野の空
調制御技術を生かし，再生医療分野での空調ソリュー
ションによる持続可能な社会の実現をめざしている。

2.  ソリューションの概要ならびに
クリーンルームの特徴

日立GLSは，細胞加工施設に関する空調ソリューショ
ン事業を強化するため，製造施設における新たな重要管
理点を以下の4点と考えた。
（1）清掃性と清浄度を確保するためのフラットパネルの
導入
（2）無菌性を確保するためのセントラル方式の過酸化水
素滅菌システムを導入
（3）突然の故障を抑制できる空調機監視システム「exiida
遠隔監視-予兆診断サービス」の導入
（4）生産に関わる機器のコーディネート
これらに対するソリューションの提供が可能となれ
ば，国内の再生医療市場が一層活性化されると考え，そ
の実証拠点として，東京都中央区日本橋に細胞加工施設
の建設を計画した。日立GLSは，細胞加工施設を建設す
るためのすべての建材，機器の製造・販売は行っていな
いので，これら4点を満たすため，他社との協創によっ
て課題を解決することとした。

2.1

他社との協創

細胞加工施設の建設にあたり，日立製作所ビルシステ
ムビジネスユニットの協力で，三井不動産株式会社の東
京・日本橋地区ライフサイエンス拠点化構想との協創が
実現した。
日本橋という地域は，再生医療学会事務局や製薬会社，
ライフサイエンスに関係する団体が集積しており，その
一角に日立GLSの細胞加工施設のショールームを設置

する計画とした。通常，細胞加工施設には細胞加工の運
用をする限られた人しか入室できず，施設計画を望む顧
客に細胞加工施設を紹介することが困難であった。そこ
で日本橋の地の利を生かし，最新の技術を集約した「再
生医療イノベーションセンタ」を開設した。
この施設の設備は通常とは異なるスキームで構成され
ている。それは，各協創パートナー企業が，最新の機材
に他社と連携させる機能を持たせて持ち込んでいる点で
ある。
再生医療の市場を活性化させたいという理念を協創
パートナーと共有し，将来，設備と機器の自動化も視野
に入れたエンジニアリングを，One HITACHIの取り組
みとともに実現をめざす。

2.2

再生医療イノベーションセンタの特長

日立GLSの再生医療イノベーションセンタの細胞加工
施設の特長について，以下の（1）～（5）が挙げられる。
（1）細胞加工施設の構成
細胞加工施設内部でクリーン環境を構成するクリーン
ルームとしては，細胞調製室1室（約33 m2）・品質管理
エリア1室（12 m2）・機材保管室1室（23 m2）・保管室・
出荷室という構成となっている（図1参照）。
それぞれの部屋には，日立GLSの特殊空調技術である
高精度に制御された温度・湿度・清浄度・室圧を実現す
るための設備が設置されている。また，細胞を加工する
ための部屋（グレードB）および二次更衣・脱衣室につい
ては，過酸化水素滅菌ガスをダイレクトに投入し室内全
体の除染を自動で行えるセントラル方式を採用している。
（2）フラットパネル
一般的に細胞加工施設では，無菌クリーンルームを構
成する建材は，鉄骨とボードの組み合わせ方式と，断熱
材を挟み込んだパネル式の2種類がある。この点につい
て，日立GLSは日軽パネルシテスム株式会社と共に検討
した結果，工期短縮と気密性確保の2点から断熱パネル

非作業中 作業中

グレード 最大許容浮遊粒子数/m3
0.5 µm

最大許容浮遊粒子数/m3
5 µm

最大許容浮遊粒子数/m3
0.5 µm

最大許容浮遊粒子数/m3
5 µm

A 3,520以下 20以下 3,520以下 20以下
B 3,520以下 29以下 352,000以下 2,900以下
C 352,000以下 2,900以下 3,520,000以下 29,000以下
D 3,520,000以下 29,000以下 規定せず 規定せず

 出典：WHO Technical Report Series,No. 961, Annex 6,2011

表1｜無菌クリーンルームの最大許容浮遊粒子数
無菌製剤を製造するエリアについて，各グレードの空気清浄度を示す。
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方式を採用した。特に米国ならびに欧州の事例を参考に，
建築基準法に対応し，かつ地震が多い地域であることも
考慮した，パネル目地がフラットな構造のパネルを採用
した（図2参照）。さらに，パネル以外の部材であるドア

メーカーもこのプランに参加し，現状でできる可能な限
りフラットな構造とした。
（3）セントラル方式の除染システム
細胞加工施設内部の無菌化を実現するための除染シス
テムには，米国を中心として世界的に実績の多い
STERIS社のドライ方式による過酸化水素滅菌装置を導
入した。ドライ方式の過酸化水素滅菌は，パネル材やそ
の他の部材・装置に対して悪影響を及ぼしにくいという
特長がある。
過酸化水素滅菌は，通常チェンジオーバーと呼ばれる
取り扱い中の細胞を変える際に実施されることが多く，
細胞調製室などを除染する際に，空調機の通常運転モー
ドから滅菌モードへ運転を切り替えることで滅菌工程が
開始できる構造とした。日立GLSでは，滅菌工程の際に，
空調機の供給側ダクトに過酸化水素をガス状にし，ク
リーンルームを構成するHEPA（High Effi  ciency Particulate 

図2｜グレードB室内
設立当初のグレードB室内に，バイオハザード対策用機器を設置した状態を
示す。

各室の温湿度 ・ 清浄度など， 環境モニタリングの
要望に応じたレイアウトでの表示対応が可能である。

空調メンテナンス ・ バリデーション支援
空調機の保守点検や保全メンテナンスまで
トータルでサポートする。

セントラル方式の過酸化水素滅菌装置

環境モニタリング

クリーンルーム壁面には， 目地幅を狭めたフラットパネルを採用し
た。 パネルの接合面， 床との取り合いをフラット化することで， 
医療品の製造環境を常にクリーンに保つ。

フラットパネル（日軽パネルシステム社）

STERIS社製の過酸化水素滅菌システム化により
無菌性の環境を実現する。
これにより， 部屋および空調機 ・ ダクトの一元減菌が
可能となる。

異常予兆診断システム
遠隔監視による予兆診断システムで， 空調システム
全般の異常予兆を高精度に検知し， トラブルを未然
に防止する。

再生医療用キャビネット（日立産機システム社）
作業スペースが大きくかつ層流構造で構成され， 将来の
自動化への対応として連絡口を設けている。

グレードA

商談室

出荷室

入荷室 PB AL室

更衣室

クリーン廊下

保存 ・ 検査室

着衣室

脱衣室

グレードA

グレードB

グレードC
準備 ・

物品保管室

さまざまな装置を
設置している

エントランス

保管室

廃棄物
置場  

空調機械室

グレードB グレードC

図1｜日立GLS「再生医療イノベーションセンタ」見取り図
細胞加工施設で使用されるシステム・機器・建材を示す。

注：略語説明
PB（Pass Box），AL（Air Lock）
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Air）フィルタの一次側から，ガス状態のまま細胞調製室
を除染するセントラル方式を採用した（図3参照）。
（4）突然の故障を抑制できる空調機監視システム「exiida
遠隔監視-予兆診断サービス」
細胞加工施設では，空気の質管理が重要な位置付けと
なる。空気の質を管理するためには，温度，湿度，室圧，
清浄度を厳密にコントロールする必要がある。その中心
的な機器として空調機があるが，細胞の製造途中で停止
するような事態は避けなければならない。
日立GLSでは，「exiida遠隔監視-予兆診断サービス」と
いうIoT（Internet of Things）を活用した空調機の異常
予兆診断システムを開発し，日本橋の施設にも導入して
いる。これにより，万が一異常予兆を検知した場合でも

製造工程との調整を行い，製造への影響を最小限に抑え
たメンテナンス対応を可能としている。
（5）生産に関わる機器のコーディネート
細胞加工施設の中で，細胞を操作するために一番重要
なエリアであるグレードAエリアを可能にするバイオ
セーフティーキャビネットには，株式会社日立産機シス
テムの再生医療用キャビネットを採用した。同社の再生
医療用キャビネットは，再生医療向けの用途で要望の多
い以下の六つのポイントを考慮している（図4参照）。
（a）作業空間（奥行き）を標準機種より200 mm拡大し，
800 mmを実現
（b）作業手順書の表示や細胞観察のためのディスプレイ
が内蔵可能
（c）将来，他の機器と連結するための開口を左右に設置
可能
（d）単体で過酸化水素滅菌が可能でかつ，短時間での滅
菌工程完了機能付き
（e）通話機器を設置して，クリーンルーム外との通話が
可能
（f）用途に応じて，顕微鏡の組み込みやダストボックス
などの設置が可能
また，培地の自動交換ユニットを搭載したインキュ
ベータの導入など，今後の自動化ニーズに向けた機器の
コーディネートの取り組みも行っている。

： 給気 ： 換気

調整室

VHP

触媒

空
調
機

脱衣室

着衣室AL室

： 排気

排気口

滅菌時のサイクル図

セントラル方式の滅菌により効率的な除染を実現

セントラル方式の過酸化水素滅菌装置（STERIS社）

図3｜セントラル方式の過酸化水素滅菌ダクト系統図
過酸化水素滅菌発生装置を空調ダクト経路に接続し，対象エリアを滅菌する。

注：略語説明
VHP（Vaporized Hydrogen Peroxide：過酸化水素ガス）

図4｜グレードBに設置した細胞調整用キャビネット
再生医療での細胞加工のニーズを取り込んだ再生医療用キャビネットの外観
を示す。
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2.3

今後の課題

細胞を加工する施設は，建設後のメンテナンスと定期
バリデーションという設備の機能保全が重要となる。
日立GLSでは，空調機メーカーサービス体制があり，顧
客が安心して空調機を使用することができる体制を整え
ている。
これから少子高齢化に伴う人口減など，顧客の保全員
の確保や技術の継承がより困難になることが想定され，
設備点検においては，空調機の異常に事前に対処できる
IoTを利用した技術が必要となる。
さらに，製造現場では人による手作業での製造から，
品質の安定化のための自動化による製造へとシフトして
いくと考えている。
今後は，再生医療イノベーションセンタを軸として顧
客や協創パートナーと共に再生医療の「細胞加工施設」
で求められている自動化，単位面積当たりの生産性向上
のための動線計画を充実させ，モジュール化や効率化を
実現する次世代の細胞加工施設のコンセプト構築を進め
ていくことをめざしている。また，クリニック向け設備
の計画においては，テナントビルに細胞加工施設が設置
されるケースが多く，日本橋のテナントビルに設置した
再生医療イノベーションセンタでも自動化を含めた提案
を実施していく。

3. おわりに

本稿では，日立GLSにおける特殊空調分野ソリュー
ションの一つである「再生医療市場に向けた空調ソ
リューション」の取り組みとして，「再生医療イノベー
ションセンタ」を中心に紹介した。再生医療は日進月歩
で技術革新が進み，日立GLSとしてもそれに歩みを合わ
せて，今後も事業成長とともに社会に貢献できるソ
リューションが連続的に提供できるよう情報発信を継続
していきたい。

謝辞
本稿で述べた「再生医療イノベーションセンタ」の建
設においては，三井不動産株式会社，日軽パネルシステ
ム株式会社，ローツェライフサイエンス株式会社，サン
タサーロ&ステリ-プロソリューション株式会社，株式会
社ニコン，株式会社サイフューズなど関係各位より多く
のご支援とご指導を頂いた。深く感謝の意を表する次第
である。

執筆者紹介

松崎 和仁
日立グローバルライフソリューションズ株式会社 

空調事業統括本部 空調システムエンジニアリング部 所属
現在，特殊空調分野のシステム営業に従事

舟津 敏弘
日立グローバルライフソリューションズ株式会社 

空調事業統括本部 空調システム・エンジニアリング部 所属
現在，特殊空調分野のシステム営業に従事

進藤 文香
日立グローバルライフソリューションズ株式会社 

空調事業統括本部 空調システム・エンジニアリング部 所属
現在，特殊空調分野のシステム営業に従事

参考文献など
1） 経済産業省：「再生医療の実用化・産業化に関する研究会」最終
報告書とりまとめ（2013.2）， 
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002v591- 
att/2r9852000002v5dn.pdf



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


